
ロシアのウクライナ侵攻を考える（学習資料からの考察）

地歴公民科 下村幸太郎

１ はじめに

ロシア軍が２０２２年２月２４日，ウクライナに軍事侵攻しました。，軍事施設だけでなく民間施設や住

宅，学校，病院までもが攻撃され，安全を求めてポーランド，スロバキア，ハンガリーなど隣国へ避難した

人は１１００万人以上（８月３０日現在：国連高等弁務官事務所） に上ります。

ロシアとウクライナの間で急速に軍事的緊張が高まったのは２０２１年の秋以降です。まずロシア西部，

ウクライナ東部国境付近に約９万人のロシア軍が集結していることが発覚します。ロシア軍は年明け早々に

も最大１７万５千人規模でウクライナに侵攻する計画だ，というアメリカ情報機関の分析が報じられたのは

１２月はじめでした。２２年２月に入ると，ロシア軍はウクライナ北部と国境を接するベラルーシ国内でベ

ラルーシ軍と合同軍事演習を始めます。南の黒海ではロシア海軍の大規模な演習が行われていて，ウクライ

ナは北・東・南の３方向から包囲される形になりました。そして２４日，ついにロシアによる侵略戦争が始

まりました。一体なぜこんなことが起きたのでしょう。気に入らないことがあるからといってよその国を勝

手に攻撃していいはずがありません。このレポートではウクライナがどういう国なのか，ロシアとウクライ

ナがどのような関係にあるのなどを高等学校の授業で使用する地理や歴史の教科書・地図帳・資料集の内容

を用い紹介し，各先生方でなぜこの戦争が始まることになったのかを考えていただきたい。

２ 地理関係資料より

（１）地図帳（帝国書院）世界の国別統計から

人 口 面 積 人口密度

（万人） （千 km）（人/㎢）

産業別人口割合 非識字率

第１次 第２次 第３次 老年人口率 男 女
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（２）地図帳（帝国書院）世界の国々から

ウクライナはロシアの隣，東ヨーロッパとよばれる地域にあります。

二酸化炭素 １人あたりの 穀物 ｴﾈﾙｷﾞｰ

排出量 森林割合 国民総所得 自給率 自給率
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（３）資料集（第一学習社）ロシアと周辺諸国の農業から

（４）資料集（第一学習社）世界の気候から

ロシアと周辺諸国の最も重要な農業地域は，ウクライナからシベリアの南西部にのびる黒土（チェ

ルノーゼム）地帯で，小麦栽培を中心とする世界有数の穀倉地帯となっている。（説明文より）

ウクライナ

黒土地帯

ウクライナの国旗と農業・気候

気候は南部はステップ気候＝乾燥帯で

晴れた日が多い，水色はその青空を表

す

国旗

水色（晴天の青空）

黄色（黄金色の小麦）

ウクライナ南部は雨が少ないステップ

気候＝世界的な農業地帯であることを

表している（黄色は麦・ヒマワリを表

す）特に現在ロシアが実効支配してい

る東部がその地域にあたる

南部は

ステップ

気候区

である
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（４）資料集（第一学習社）ロシアとその周辺の鉱工業から

現在ロシアが実効支配している東部「ドネツク地

方」にはドネツ炭田があり，下の鉄鉱石と合わせ

て重要な資源である。

この地域が原料産地となるため，ロシアに攻撃さ

れた製鉄所はこのドネツク地方に立地している。
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（５）資料集（第一学習社）原発事故とその影響から

（６）資料集（第一学習社）世界の主要言語から

ウクライナにはロシア語を話すロ

シア人も居住している
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（７）資料集（第一学習社）ウクライナ問題から

２ 世界史関係資料より（世界史図表 第一学習社）

１３世紀頃
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